
                       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

支
部
長 

 

西
潟
清
二 

会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
支
部
長
を

引
き
継
い
で
今
年
で
３
年
目
を
迎

え
ま
す
。
昨
年
９
月
は
低
気
圧
の
影

響
で
茨
城
県
常
総
市
を
始
め
栃
木

県
、
宮
城
県
な
ど
複
数
の
自
治
体
で

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
９
月

１５
日
現
在
、
死
者
７
名 

負
傷
者

４６
名 

住
家
被
害
約
１
万
９
千
棟

に
上
り
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊

さ
れ
、
直
接
被
害
の
な
か
っ
た
住
民

の
方
々
も
不
自
由
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
も
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
の
で
は
と
心
が
痛
み
ま

す
。 「

鬼
怒
川
」
の
い
わ
れ
を
思
い
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
名
に
改
め

て
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
報
道
を
見
聞
き
す
る

と
異
口
同
音
に
「
今
ま
で
何
十
年
と

住
ん
で
い
る
が
こ
ん
な
こ
と
は
初

め
て
だ
」
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
災

害
例
を
他
人
事
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

私
た
ち
防
災
士
の
役
目
は
県
内
、

国
内
の
災
害
事
例
を
紹
介
し
「
備

え
」
や
「
早
め
の
避
難
」
の
重
要
性

を
伝
え
「
あ
の
時
、
こ
う
し
て
お
け

ば
良
か
っ
た
」
と
後
悔
し
な
い
よ
う

皆
で
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
行

き
ま
し
ょ
う
。 

    

「佐
渡
市
総
合
防
災
訓
練
に 

参
加
し
て
」  

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

佐
渡
地
区 

渡
辺
明
則 

 

佐
渡
市
は
東
日
本
大
震
災
を
き

っ
か
け
に
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備

と
活
性
化
に
向
け
、
防
災
士
を
そ
の

中
心
と
位
置
づ
け
育
成
し
て
い
ま

す
。 

 

平
成
２７
年
１１
月
８
日
に
、
佐
渡

市
総
合
防
災
訓
練
が
、
小
木
港
北
埠

頭
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
防
災
士
を
取
得
し
、
佐
渡
地
区
郵

便
局
長
会
の
代
表
と
し
て
、
初
め
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
防
災
訓
練
は
地
域
住
民
と

連
携
し
、
緊
張
感
の
あ
る
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。 

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
で
は
小

木
、
羽
茂
、
赤
泊
か
ら
千
人
を
超
え

る
参
加
者
が
真
剣
に
訓
練
を
し
て

い
ま
し
た
。
も
し
、
身
近
な
所
で
災

害
が
起
こ
っ
た
と
し
た
ら
、
私
は
防

災
士
と
し
て
、
的
確
な
判
断
で
行
動

出
来
る
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
日

頃
か
ら
危
機
感
を
持
ち
、
訓
練
等
を

行
う
事
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

ま
た
、「
津
波
避
難
訓
練
」
は
小

木
、
羽
茂
、
赤
泊
以
外
か
ら
も
３５
団

体
が
参
加
し
、
佐
渡
市
と
の
連
携
強

化
と
、
防
災
士
を
中
心
に
地
域
住
民

の
防
災
に
対
す
る
理
解
と
知
識
の

高
揚
を
図
る
事
を
目
的
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
も
っ
と
多
く
の

団
体
が
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
に

働
き
か
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 最

後
に
、
日
本
防
災
士
会
新
潟
県

支
部
佐
渡
地
区
は
組
織
が
４０
名
程

と
小
さ
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
住
民
の
為
に
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
の
要
と
し
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。 
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
自
主
防
災
組
織 

 
 

下
越
地
区
副
支
部
長 

 

佐
藤
隆
平 

 

私
の
居
住
地
で
あ
る
関
川
村
も

早
い
時
期
か
ら
各
集
落
単
位
で
の

自
主
防
災
組
織
設
立
を
求
め
て
き

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
関
係
機
関
や

住
民
の
努
力
で
ほ
ぼ
組
織
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
平
成
２６
年
１
月
に
は
、

各
自
主
防
災
組
織
の
集
合
体
で
あ

る
「
関
川
村
自
主
防
災
会
連
絡
協
議

会
」
も
設
立
し
そ
の
目
的
は
、
村
内

各
自
主
防
災
会
の
連
絡
調
整
を
図

り
、
自
主
防
災
体
制
を
充
実
、
強
化

す
る
こ
と
で
、
そ
の
事
務
局
は
、
関

川
村
役
場
総
務
課
に
置
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
自
主
防
災
活
動
を
活
発
に

推
進
す
る
為
に
重
要
な
「
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
、
地
場
産

業
の
変
化
か
ら
地
域
就
労
者
の
減

少
等
に
よ
り
伝
統
的
な
地
縁
団
体

の
消
滅
又
は
希
薄
化
が
顕
著
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。 

従
来
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

伝
統
的
な
自
冶
会
、
青
年
団
、
婦
人

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
な
ど
の
地
縁

団
体
が
主
な
担
い
手
で
あ
り
、
か
つ

そ
こ
か
ら
は
自
然
発
生
的
に
熱
意

あ
る
リ
ー
ダ
ー
も
育
成
さ
れ
、
各
団

体
の
リ
ー
ダ
ー
は
使
命
感
を
持
っ

て
地
域
全
体
の
調
整
役
も
担
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
現
代
社
会
は
、
特
定
の
目

的
に
特
化
し
た
団
体
及
び
個
人
が

多
く
形
成
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
地

域
の
中
の
総
合
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
に
は
対
応
し
づ
ら
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
自
主
防
災
活
動
は
「
住

民
の
命
を
守
る
こ
と
」
を
全
住
民
共

通
の
第
一
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、

防
災
技
術
の
習
得
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
独
自
の
子
供
か
ら
老
人
ま
で

の
課
題
・
文
化
風
習
・
行
政
と
の
在

り
方
等
身
近
な
こ
と
を
幅
広
く
話

し
合
い
、
一
部
過
去
と
は
違
う
形
態

の
地
域
づ
く
り
も
必
要
で
、
結
果 

「
地
域
に
生
き
る
安
心
と
楽
し
さ
」

を
共
有
出
来
れ
ば
、
自
主
防
災
活
動

は
必
然
的
に
成
果
が
得
ら
れ
、
絶
好

の
地
域
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
考
え

ま
す
。 

 

★
「つ
ま
ら
な
い
防
災
」か
ら 

「楽
し
い
防
災
」へ
★ 

中
越
地
区 

 

長
島
あ
さ
こ 

こ
の
１
年
間
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん

県
外
で
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
・
防
災
啓

発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
９
月
１０

日
に
発
生
し
た

「
関
東
・
東
北
豪
雨
」
の
鬼
怒
川
決

壊
で
は
自
身
初
と
な
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
新
潟
恩
返
し
の

方
々
と
一
緒
に
栃
木
市
へ
日
帰
り

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

災
害
の
起
き
た
地
域
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
う
で
な
い
地
域
も
防
災
意
識

が
高
い
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。 

ま
た
、「
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
防

災
を
学
ぶ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
、
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
く
、 

楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
べ
る
の

は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。 

  

今
年
は
小
雪
・
暖
冬
と
言
わ
れ

て
い
た
中
、
１
月
２５
日
に
は
長
岡

市
が
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

８
号
線
も
大
渋
滞
が
起
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
毎
年
雪
が
降
る
に
も 

関
わ
ら
ず
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
起

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
種

の
災
害
で
す
。 

 

災
害
は
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
、
身
近
な
こ
と
で
す
。
一
人

ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
れ
ば 

少
し
で
も
多
く
の
命
が
助
か
る
と

思
い
ま
す
。 

若
い
方
や
子
育
て
世
代
は
、
あ
ま

り
防
災
に
対
し
て
積
極
的
で
は
な

い
の
で
、
若
い
世
代
の
方
々
に
も
、 

防
災
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
今
後
も
講
演
会
や
イ
ベ

ン
ト
等
で
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
達
防
災
士
と

し
て
の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。 

       



                           

                           

～
学
校
へ
の
防
災
教
育
に
つ
い
て
～

報
告
～ 平

成
２８
年
１
月
２７
日 

 

新
潟
地
区 

駒
澤 

幸
雄 

 

新
潟
市
で
は
市
内
小
学
校
を
対

象
に
防
災
教
育
を
２６
年
度
よ
り
実

施
し
、
地
元
立
仏
小
学
校
も
モ
デ
ル

校
と
し
て
地
域
と
学
校
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ョ
ッ
プ
事
業
活
動
を
や
っ
て

お
り
、
新
潟
地
震
よ
り
５１
年
と
な

り
体
験
者
と
言
う
事
で
平
成
２７
年

１１
月
２６
日
学
校
防
災
授
業
を
行

い
ま
し
た
。 

小
学
校
設
立
は
新
潟
地
震
後
１０

年
、
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
新
設
さ
れ

生
徒
は
じ
め
親
御
さ
ん
は
新
興
住

宅
が
立
ち
並
び
、
新
潟
地
震
の
爪
痕

は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
状
況
、
明
治

１７
年
信
濃
川
本
流
を
現
在
に
異
動

し
埋
め
立
て
、
電
車
を
通
し
、
田
畑

を
つ
く
り
村
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。 

震
災
時
、
田
畑
は
砂
と
地
下
水
が

吹
き
上
げ
、
電
車
線
路
は
曲
が
り
国

道
が
陥
没
、
液
状
化
現
象
に
よ
る
建

物
被
害
も
発
生
、
被
害
を
受
け
た
地

域
で
も
あ
り
今
後
も
心
配
の
種
で

あ
る
。 

地
域
を
知
っ
て
お
こ
う
と
６
年

生
２
ク
ラ
ス
に
対
し
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
て
近
隣
の
被
害
状
況
を
伝

え
、 

・
可
能
性
の
あ
る
災
害
を
考
え
て
み

よ
う
。 

・
ど
ん
な
時
に
起
こ
る
か
？ 

・
み
ん
な
は
そ
ん
な
時
ど
う
す
る
？ 

・ 

何
を
し
て
お
く
か
？ 

日
頃
の
備
え
等
防
災
授
業
を
行
っ

た
。 生

徒
よ
り
感
想
文
を
頂
く 

・
新
潟
地
震
の
こ
と
は
教
科
書
で
し

か
見
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

・
黒
埼
地
区
も
大
被
害
を
受
け
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

・
中
越
沖
地
震
の
と
き
長
岡
に
い
た

時
、
壁
が
く
ず
れ
て
い
た
こ
と
を
思

い
だ
す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。 

・
家
具
の
転
倒
防
止
を
家
族
で
話
し

合
っ
た
。 

・
今
後
緊
張
感
を
も
っ
て
訓
練
に
臨

み
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  

長島防災士 活動の様子 



                         

 

事 

務 

局 

通 

信 
 

活
動
状
況 

 

○
２７
・
９
・
６ 

新
潟
県
市
町
村
防
災

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
講
演 

○
２７
・
９
・
３０ 

日
本
防
災
士
会
新
潟

県
支
部
役
員
会
（
新
潟
） 

○
２７
・
１０
・
１３ 

常
総
市
水
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
十
日
町
社
協
） 

○
２７
・
１０
・
２３ 

防
災
ネ
ッ
ト
会
議

（
防
災
フ
ェ
ス
タ
） 

○
２７
・
１１
・
７ 

新
潟
県
・
十
日
町
市

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム 

○
２７
・
１１
・
１４ 

 
村
上
市
養
成
防
災

士
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
指
導
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
） 

○
２７
・
１１
・
１６ 

新
潟
県
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
講
演 

○
２８
・
１
・
１８ 

北
信
越
連
絡
協
議

会
総
会
・
研
修
会
打
ち
合
わ
せ 

○
２８
・
１
・
２６ 

東
日
本
支
部
長 

会
議 

○
２８
・
２
・
１０ 

第
１
回
防
災
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
講
座
会
議 

○
２８
・
３
・
１５

 
第
２
回
防
災
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
講
座
会
議 

今
後
の
予
定
等 

 

○
平
成
２８

年
度
新
潟
県
支
部
総
会 

５
月
２９
日 

日
曜
日 

○
日
本
防
災
士
会
北
信
越
支
部
総
会
、

研
修
会
（
長
岡
市
） 

７
月
下
旬
頃 

 NPO

法
人
日
本
防
災
士
会 

新
潟
県
支
部 

会
員
募
集 

 

日
本
防
災
士
会 

新
潟
県
支
部

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
地
域
で
防
災
士
を
取
得

さ
れ
て
い
る
方
で
、
さ
ら
な
る
ス
キ

ルUP

を
希
望
さ
れ
て
い
た
り
、
新

潟
県
内
や
全
国
の
様
々
な
情
報
を

欲
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

現
在
、
県
支
部
会
員(

１２
月
３１
日

現
在)

は
、
新
潟
地
区
２９
人 

下
越

地
区
６
人 

上
越
地
区
９
人 

中

越
地
区
３１
人 

 

佐
渡
地
区
４１

人 

合
計
１
１
６
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。
新
潟
県
自
主
防
災
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
登
録
者
数
は
４
月
１
日

現
在
１
５
１
名
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
防
災
士
会 

新
潟
県
支
部
で

は
、
防
災
活
動
に
関
す
る
様
々
な
ニ

ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
研
修
会
や

情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※NPO

法
人
日
本
防
災
士
会
・
新
潟

県
支
部
事
務
局 

エ
ヌ
シ
ー
イ
ー
株
式
会
社
内 

 

新
潟
市
中
央
区
網
川
原
１
丁
目

４
番
１
１
号 

電
話
：025-285-8540 

 

FAX 

：025-285-3531 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

：http://www.nceinc.co.jp/ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

bousaisikai-niigata@nceinc.

co.jp 

編
集
後
記 

 

今
冬
の
少
雪
の
影
響
は
ど
こ
に

出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

防
災
、
災
害
の
番
組
が
多
く
放
送

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
会

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
れ
に
比
例
し
、
防
災
士
に
も
よ
り

質
の
よ
い
知
識
と
技
術
が
求
め
ら

れ
て
き
ま
す
。
訓
練
の
際
、
質
問
に

対
し
て
正
確
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、

各
地
の
研
修
会
に
参
加
し
、
勉
強
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

13
号
目
と
な
る
こ
の
機
関
紙
、

今
号
よ
り
誌
面
を
縦
書
き
に
致
し

ま
し
た
。 

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。（
正
） 

駒澤防災士 学校防災授業の様子 
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